
昭
湘
ニ
や
鶴
年
｛
ハ
月
一
臓
瀧
輪
廊
噺
特
棚
扱
激
蒲
帥
雑
鷲
第
四
門
進
訟
一
蟹

穴
鷲
露
弗
田
月
六
黛
路
瀞
欝
欝
叩
便
脇
捌
認
何
　
　
暇
湘
一
　
十
戴
年
由
ハ
月
二
十
五
日
即
嗣
　
（
撮
箔
鱒
翻
一
爲
聚
行
）

第三十三
第

　
　
三

卜i：．和昭

ウ不

q
的
實
存
の
｛
貫
山
仔
的
課
願
　
・
：
：
・
交
墨
樺
士
　
石
　
津
　
照
　
璽

－
ー
ー
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
諮
著
作
の
位
濁
と
意
義
一
1

趨
歎
配
騰
薦
の
…
女
墾

思
辮
論
理
の
可
能
性
に

就
い
て
（
承
前
）
　
　
　
：
．

岡
野
留
次
郎

・
：
・
：
家
學
ま
　
山
本
溝
幸

京都
京
、

大
都

墨
文
哲

學
學

内職

會



　
　
へ

帆

京
都
哲
學
議
長
鮒

ρ
、
、
郵
囲
二
本
會
ヲ
京
都
暫
學
魯
ト
穂
ス

　
　
　
ん
ゆ

　
　
緬
嬢
ご
僚
　
本
愈
酎
ハ
癬
臥
糞
…
ユ
於
ケ
ル
折
口
醗
・
ノ
研
究
及
勲
〔
ノ
讐
及
ヲ

　
，
　
、
・
、
…
以
テ
鴇
畑
田
レ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
．
舜
．

　
’
．
　
第
薫
…
慷
　
本
・
禽
淋
ハ
簡
削
壁
ノ
輿
酌
ヲ
悼
蓬
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
講
業
ヲ

、
轡
・
ら
』
　
　
　
　
　
　
　
　
－

ボ
・
　
～
．
｛
灯
フ

　　

氏
D
よ
一
　
毎
鰹
二
隅
醗
究
魯
ヲ
圏
ク

　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

㎏
ノ
㌦
　
一
　
毎
年
公
閣
講
演
禽
ヲ
開
ク

，
、
、
、
　
｝
侮
擢
｝
抽
』
哲
墨
薪
究
』
ヲ
獲
行
ス

置
く
加
勘
…
眠
條
　
ホ
癬
λ
覧
寧
務
貯
…
ヲ
京
秘
大
學
丈
攣
蔀
内
二
溌
ク

　
　
第
五
鎌
本
會
ノ
臨
業
，
灘
耀
蟹
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
ヲ
澱
ク

一．

K
　
　
一
　
雰
貰
（
若
干
名
）
京
都
大
學
交
學
三
哲
學
科
同
割
及
勢
員

　
帖
　
　
弓
勢
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
ヲ
以
テ
之
エ
充
ッ

一
二
夏
時
塩
墨
筆
・
岬
於
テ
罷
・

　
　
に
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
等
離
六
切
本
町
ノ
趣
買
二
賛
岡
ス
ル
者
ハ
何
人
ニ
チ
モ
禽
員
タ

∴
　
ζ
占
得
・
三
校
、
．
翻
書
館
・
警
霞
翼
ノ
他
羅
ハ

婦
茜
轡
蓼
以
テ
入
貧
ζ
ト
・
得

　
　
第
七
僚
　
食
員
ハ
曾
費
ト
シ
テ
年
五
百
匹
十
騰
、
痢
後
ご
期
二
、
・

　
　
　
分
チ
テ
前
納
入
ル
コ
ト
ヲ
得

、．

�
?
篠
會
塁
い
盗
難
・
賭
種
・
會
倉
漫
婁
㌻
ド
・

　
　
…
穫
旦
ツ
難
襲
浪
費
箆
ノ
配
奮
受
ク

や
　
薙
九
僚
本
會
規
則
ノ
改
正
璽
更
ハ
倭
員
愈
ノ
決
議
二
依
ル

、
，
・
か

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

丈
攣
博
士
　
有
賀
三
太
郎

丈
學
博
士
　
臼

丈
學
士

丈
雛
博
士

交
學
博
士

交
學
博
士

島下：箪上

　程澤野井
芳勇俊照

丈
畢
士
　
園
　
原

話
學
士

憂
事
、
士

心高

関
内
・

太三

三郎鄭夫吉郎夫

女
學
樺
＋
　
田
申
美
知
太
郎

女
襲
業
ま

丈
長
士

一
目
簿
士

文
學
士

丈
學
博
士

丈
疑
獄
出
山

丈
學
博
士
　
井井山・矢三松．野長二

島畷村尾躍
　得達　義3ぐ雅
言立郎勉灘：tt夫・入



76e

灘
雛
研
究
　
蕗
薫
買
九
十
謙
號

彙

報

　
　
　
　
印
度
・
佛
敏
學
愈
例
會

育
青
（
烹
）
絶
後
　
尋
　
於
蹴
繊
糠
錦
森
碧
審

　
　
「
陀
羅
毘
陀
兇
に
就
い
て
」
　
　
　
　
　
中
　
島
　
聞

　
　
　
　
京
大
佛
漱
雄
研
究
會

餓
還
鵬
牽
七
獄
　
午
後
～
聴
　
　
於
入
女
轡
穣
欝
鋤
解
魯
議
室

　
　
「
巾
擬
暫
學
の
論
理
し
　
　
梶
由
雄

六
塵
＋
セ
貨
午
籔
蕎
　
於
人
文
君
學
研
究
燐
脅
議
室

　
　
「
唯
識
に
於
サ
ゐ
根
櫨
（
欝
罵
帥
彰
夢
）
の
聞
題
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朕
　
都
正

隆一
明

臨
野

次自號鶴
多

値

論

理

畢

：1：

杉

源

丈

夫

t

けア
るり

知ス
｛’ilト

のテ
構レ
造1
「「x　ス

欲
f嘗に

）於

：f；

安

藤

孝

行

申

江

藤
樹
の
敏
學

毒
塁

下

程

勇

贅



會

皆

一
　
本
玉
へ
入
愈
希
鍛
考
ハ
轟
銀
都
慮
虎
山
以
髄
M
斑
由
・
爾
門
浦
…
町
弘
山
久

醗
内
京
都
哲
學
宙
係
宛
エ
規
定
ノ
命
漏
賀
（
葡
張
紙
裏
ユ
ア
リ
〉

　
轟
幾
料
ヲ
加
算
シ
御
納
脅
ノ
上
御
琳
込
鞍
下
度
候

一
　
禽
員
ノ
聴
居
入
退
暫
等
（
編
集
事
務
以
外
ノ
一
切
）
ノ
琳
務

　
ハ
弘
文
堂
上
繭
烈
麟
醤
附
離
台
1
1
係
へ
御
　
通
知
被
下
－
度
酷
賦

一
廉
雲
「
振
轡
口
座
京
墾
九
蕩
…
油
藩
僚
燭
諮
蝉
會
」

宛
品
御
獅
込
被
下
垂
候

　
　
潮
∵
中
切
レ
ノ
揚
A
6
4
ハ
懸
珊
聯
門
晶
［
融
閃
謝
晶
切
し
ノ
印
轡
鵡
・
押
捺
致
ス

ベ
キ
ュ
付
直
岨
稗
郷
込
下
サ
レ
度
二

一
　
本
誌
ノ
概
観
二
三
ス
ル
樋
偉
及
二
三
・
新
刊
畿
・
寄
慰
難
誌

尊
ハ
凡
テ
本
會
宛
二
御
嚢
塗
被
下
炭
候

　　

@　

@　

@　

L
齢
京
都
哲
學
會

註
文
　
規
定

日
　
減
員
に
あ
ら
ざ
る
購
纏
蹴
融
の
獅
注
丈
及
び
讃
告
に
畷
…
す
噌
⇔

件
は
「
…
弘
由
久
姫
配
し
へ
獅
串
い
込
下
・
さ
れ
度
描
恢

一　

{
誌
の
総
灘
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
↓
穐
臨
ハ
煎
…
金
に
て
卿
逡
り

下
さ
れ
度
嫉

一
　
特
に
舗
特
旨
及
び
顛
敗
癖
隼
を
要
す
る
揚
重
は
郵
雰
八
園

御
途
付
下
さ
れ
疲
候

’、

昭…

?
二
十
捉
年
．
六
　
月
骨
五
R
【
印
刷
…

昭
湘
二
＋
流
年
七
・
月

　
　
　
　
綿
・
集
正

儀
行
人

印
測
人

印
刷
、
所

獲
行
所
’

一
爲
褒
行

　
　
　
・
京
　
都
、
哲
・
學

　
　
　
　
京
鑑
大
學
女
醗

　
　
滅
期
讃
，
蛮

　
　
　
三
　
二
村

内二二

久
保
井
理
津
男

　
禦
京
郷
予
代
田
磐
田
駿
測
羅
囚
ノ
圏

，
・
鈴
・
　
鹿
　
幸
こ
保

　
　
取
都
市
闘
申
爾
浦
町
囚
Q

弘
～
文
堂
印
捌
．
部
㌧

　
京
蕎
帯
確
中
函
瀬
町
閥
O

會株

麟弐

業弘
攣
欝
蟹文
鶉

1堂

定優

品

定
　
　
償
　
　
郵
　
　
視

一

世
四
＋
面
釜
葺

六
欝
金
）
丁
冒
芋
墨
隼
禽

弓
箭
金
）
記
吾
學
旦
金
三
実
脚

（触帥

N
叉
は
一
年
侮
に
鷲
書
い
た
し
ま
す
）



●

　特鑓の
アテネ小講典

僅
か
八
四
頁
の
小
冊
に
最
も
豊
か
な
内

顧
な
盛
つ
霞
察
前
…
の
一
箪
便
版

最
竜
穣
威
あ
る
小
騨
典

高
山
岩
男

哲
學
用
語
僻
典

一
難
　
　
禰
－

哲
學
入
名
蹴
典

科
學
人
名
羅
典

科
學
用
語
僻
典

定
三
三
◎
圃

　
相
原
僑
作

　
闘
村
松
不

　
央
島
藤
刺

、
（
機
、
績
鰹
）

　
齢
》

、
　
　
亀

ドXトXアスキーの哲學

ド
ス
ト
講
フ
ス
キ
ー
　
彼
こ
そ
は
人
㎞
闇
心
理
の

ト
…
で
瀞
仙
に
例
物
か
を
藪
一
へ
て
築
れ
拠
唯
ぴ
と
り

の
人
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
ー
ニ
イ
チ
講
…

　鑑席者

三農爾高和

木＝谷坂辻

有順啓正哲

正三治顯郎

：B6判

簸　綴

9　月

250頁
200圓
干il行

本
書
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
に
よ
穆
近
代
精
紳

の
僻
蹄
結
で
あ
り
新
し
き
時
代
の
豫
智
者
尭
る
こ

の
天
才
の
本
質
を
そ
の
中
緩
に
於
て
と
ら
え
、

そ
の
桑
…
貌
な
あ
ら
ゆ
る
獺
酬
猫
か
ら
杷
握
せ
る
も

の
で
あ
る
。

“
盤

丈弘

κ
鶴
滋
麺
鶴
澄
ハ
矯
曝
細
竿
瓢
発
ハ
導
澄
飯
嚇
掌
編
へ
磁
隠
錘
繍
ノ

露
　
撃
　
研
　
究
　
第
三
百
九
十
三
號

；
建
綴
金
鐸
十
五
遡
、


